
日
本
海
事
セ
ン
タ
ー
　
企
画
研
究
部
　
主
任
研
究
員

森
本
清
二
郎

気
候
変
動
変
動

気
候
変
動

海
運
海
運
海
運
海
運
海
運
海
運
と

海
運
と

　

国

際

海

運

の

温

室

効

果

ガ

ス

（

Ｇ

Ｈ

Ｇ

）

削

減

に

向

け

た

対

応

と

し

て

有

効

と

な

る

バ

イ

オ

燃

料

は

、

原

料

の

制

約

、

他

セ

ク

タ

ー

と

の

競

合

な

ど

の

理

由

で

、

中

長

期

的

に

十

分

な

量

を

確

保

で

き

な

い

恐

れ

が

あ

る

。

こ

の

た

め

、

量

産

可

能

な

メ

タ

ノ

ー

ル

と

ア

ン

モ

ニ

ア

が

次

世

代

燃

料

と

し

て

有

力

視

さ

れ

て

い

る

。

　

メ

タ

ノ

ー

ル

燃

料

船

の

技

術

は

確

立

済

み

で

あ

り

、

就

航

船

は

コ

ン

テ

ナ

船

や

ケ

ミ

カ

ル

タ

ン

カ

ー

な

ど

�

隻

を

超

え

る

。

メ

タ

ノ

ー

ル

は

常

温

常

圧

で

液

体

で

あ

る

た

め

、

取

り

扱

い

が

容

易

で

設

計

・

設

備

の

変

更

や

バ

ン

カ

リ

ン

グ

（

燃

料

供

給

）

に

係

る

技

術

的

ハ

ー

ド

ル

は

高

く

な

い

と

さ

れ

る

。

従

来

は

化

石

燃

料

由

来

の

メ

タ

ノ

ー

ル

が

使

わ

れ

て

い

た

が

、

２

０

２

３

年

に

は

バ

イ

オ

メ

タ

ノ

ー

ル

、

今

年

５

月

に

は

ｅ

メ

タ

ノ

ー

ル

が

初

め

て

船

舶

に

供

給

さ

れ

て

お

り

、

こ

れ

ら

低

排

出

メ

タ

ノ

ー

ル

の

普

及

が

見

込

ま

れ

る

。

メ

タ

ノ

ー

ル

燃

料

船

の

発

注

残

は

約

２

７

０

隻

に

上

り

、

対

象

と

な

る

船

種

も

ば

ら

積

み

船

や

自

動

車

船

な

ど

に

広

が

っ

て

い

る

。

量

産

可

能

な

ｅ

メ

タ

ノ

ー

ル

の

普

及

に

は

、

回

収

炭

素

な

ど

原

料

の

確

保

と

燃

料

の

生

産

・

供

給

体

制

の

構

築

が

必

要

と

な

る

。

　

ア

ン

モ

ニ

ア

は

二

酸

化

炭

素

を

排

出

し

な

い

と

い

う

利

点

は

あ

る

が

、

毒

性

が

強

く

、

難

燃

性

で

燃

焼

時

に

亜

酸

化

窒

素

が

発

生

す

る

な

ど

技

術

的

な

課

題

は

多

い

。

漏

え

い

防

止

や

緊

急

時

の

安

全

確

保

に

向

け

た

対

策

の

検

討

は

進

展

し

て

い

る

が

、

国

際

規

則

の

整

備

な

ど

さ

ら

な

る

検

討

が

必

要

と

な

る

。

既

に

数

隻

の

小

型

船

で

実

証

運

航

が

行

わ

れ

て

お

り

、

主

要

エ

ン

ジ

ン

メ

ー

カ

ー

も

大

型

船

の

エ

ン

ジ

ン

と

燃

料

供

給

シ

ス

テ

ム

の

開

発

を

進

め

て

い

る

。

ア

ン

モ

ニ

ア

燃

料

船

の

発

注

残

は

約

�

隻

に

上

り

、

中

型

ア

ン

モ

ニ

ア

輸

送

船

や

大

型

ば

ら

積

み

船

な

ど

の

引

き

渡

し

が

来

年

以

降

、

予

定

さ

れ

て

い

る

。

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

や

横

浜

、

ロ

ッ

テ

ル

ダ

ム

な

ど

主

要

港

で

は

バ

ン

カ

リ

ン

グ

の

ト

ラ

イ

ア

ル

が

実

施

さ

れ

て

お

り

、

安

全

な

バ

ン

カ

リ

ン

グ

手

法

の

確

立

に

向

け

た

検

討

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

　

こ

の

よ

う

に

メ

タ

ノ

ー

ル

燃

料

船

は

商

用

化

済

み

で

普

及

の

前

段

階

、

ア

ン

モ

ニ

ア

燃

料

船

は

来

年

以

降

、

大

型

船

で

の

実

証

運

航

が

進

め

ら

れ

る

予

定

で

安

全

対

策

の

さ

ら

な

る

検

討

を

要

す

る

な

ど

商

用

化

の

前

段

階

に

あ

る

が

、

い

ず

れ

も

ス

ケ

ー

ル

ア

ッ

プ

に

向

け

た

燃

料

の

生

産

・

供

給

体

制

の

構

築

が

課

題

と

な

る

。

　

フ

ィ

ン

ラ

ン

ド

の

調

査

会

社

Ｇ

ｅ

ｎ

ａ

　

Ｓ

ｏ

ｌ

ｕ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

ｓ

に

よ

れ

ば

、

投

資

決

定

済

み

の

バ

イ

オ

メ

タ

ノ

ー

ル

ま

た

は

ｅ

メ

タ

ノ

ー

ル

の

生

産

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

基

づ

く

�

年

の

生

産

能

力

は

年

間

４

４

０

万

㌧

、

ｅ

ア

ン

モ

ニ

ア

ま

た

は

ブ

ル

ー

ア

ン

モ

ニ

ア

は

年

間

１

２

０

０

万

㌧

に

上

る

が

、

い

ず

れ

も

投

資

が

未

決

定

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

多

く

抱

え

る

（

図

参

照

）

。

投

資

拡

大

に

は

需

要

を

確

保

す

る

オ

フ

テ

イ

ク

（

長

期

供

給

）

契

約

が

必

要

と

な

る

が

、

従

来

燃

料

と

の

価

格

差

が

大

き

な

ネ

ッ

ク

に

な

っ

て

い

る

。

　

プ

ラ

ッ

ツ

の

指

標

価

格

に

よ

れ

ば

、

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

な

メ

タ

ノ

ー

ル

と

ｅ

ア

ン

モ

ニ

ア

の

平

均

価

格

は

そ

れ

ぞ

れ

重

油

の

約

４

倍

に

相

当

し

、

規

制

に

よ

る

ペ

ナ

ル

テ

ィ

ー

で

埋

め

ら

れ

る

価

格

差

で

は

な

い

。

次

世

代

燃

料

の

普

及

に

は

、

こ

の

価

格

差

を

埋

め

る

各

国

の

政

策

支

援

が

必

要

と

さ

れ

る

。

国

際

海

事

機

関

（

Ｉ

Ｍ

Ｏ

）

の

中

期

対

策

で

も

負

担

金

を

基

に

設

立

し

た

基

金

を

低

排

出

燃

料

へ

の

報

奨

金

（

リ

ワ

ー

ド

）

に

活

用

す

る

仕

組

み

が

想

定

さ

れ

て

い

る

。

中

期

対

策

が

採

択

さ

れ

れ

ば

、

実

効

的

な

リ

ワ

ー

ド

の

詳

細

設

計

を

着

実

に

進

め

る

こ

と

が

重

要

に

な

る

。


